
◆ 3 月度定例本部会報告（開催日 3 月 18 日）

1. 議案
「西柴団地防犯パトロール運営委員会
設置規則」の一部改訂について　　承認
・今まで規則類で定めのなかった「青色パ

トロール」が防犯パトロールの一環とし
て位置づけられ、実施要項に従って実
施されることになった。

2．協議事項
①平成 29 年度総会議案書
　　　  （予算を含む第二次案）について
・総務担当副会長より平成 28 年度事業

報告と平成 29 年度事業計画案の改定
版の説明があり、また、会計より平成
29 年度予算案の説明が行われた。

②「西柴団地自治会地区建築協定の
　　　　　　　　　判断基準」について
　運営委員会が建築計画を審査するにあ

たって、長期間、公平で一貫性のある
判断が行えるよう、判断基準や根拠を
できる限り明文化した。

3．報告事項
　環境交通部より
　４月から始まる自宅前の金属回収（資

源ごみ回収に追加）については自治会
便りにチラシを添付しました。必ずご覧
ください。

◆会長挨拶
　年度末を迎え、次年度の準備を進め
ています。組長・部員・委員等の選出
については、関係者の協力を得て体制
が整いつつあります。
　昨年横浜市が行った自治会アンケー
トでは、自治会に加入したくない理由
の一番が担い手になりたくないからで
あり、一方自治会の一番の課題は担い
手がいないことでした。担い手に関し
てはどの自治会にとっても最も悩まし
い問題です。自治会はすべてボランティ
アによって支えられていますので、特
定の人に負担をかけるやり方では持続
できません。多くの人ができる範囲で
必要な時に参加できる仕組み、経験や
関心のある人による継続的な運営など

「自治会版活動改革」を検討する時期に
きていると考えています。
　次に予算の編成も進めています。収
入 の 概 算 は 1220 万 円 で 内 訳 は 会 費
66％、補助金 21％、その他 13％です。
支出の概算も 1220 万円で内訳は経費
54％、分担金等 13％、事業費 33％です。
今後も収入の増加は見込めませんので、
経費等を抑え事業費を確保してきたい
と考えています。
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年度末、そして年度初め……別れと出会いの季節です。



● 4月より自宅前の資源ゴミ回収に金
　属と小型家電を追加します
収  集  日：毎月 1 回　第４水曜日
申込方法：事前申込制

第 3 土曜日までに会館に申
し込んでください。

出  し  方：収集日の午前８時までに自
宅前に置いてください。

＊詳細は、添付の水色の用紙の内容を　
　ご確認ください。

●映画会鑑賞会のご案内
日　　時：4 月16 日（日）
日　　時：午前 10 時～ / 午後 2 時～
上映作品：「母と暮らせば」
　　　　　監督　山田洋次

　　　　　出演　吉永小百合　二宮和也　他

受  付  数：各 40 名
場　　所：西柴団地自治会館 1 階洋間
事前申込：自治会館（☎ 701-4961）
＊詳細は、回覧・ホームページで。
＊5 月からは午前のみの上映となります。

●カラスの巣作りに注意
カラスが子育てのために巣作りを始めてい
ます。見つけたら、自治会館または土木
事務所にご連絡ください。警戒心が最も
強くなるのもこの時期で、巣のそばを通っ
たときに攻撃を受けることが多くなります。
巣に卵を生んでしまうと危険なためひなが
巣立つまで撤去は出来ません。ゴミの出
し方にも一層の注意をしてください。

・お花見　　　　  会費：1000 円
　日時：3 月 31 日（金）11 時～
　場所：称名寺庭園
　　　　雨天の場合は自治会館

・平成 29 年度通常総会を開催
　 日 時：4 月 15 日（ 土 ）10 時 ～　

＊今回は昼食はありません
西柴団地福寿会の
お知らせ

【防犯特報】

西柴地区に架空請求詐欺の電話がありま
した。東洋証券の社員を騙り、「大正製薬
の支店がオープンする予定であり、開店
となれば株も上がるので、あなた名義で
購入しておきます」などと未公開株を勧
誘され、その後、「未公開株を名義貸しで
転売することは法律で罰せられる。あな
たも法律で罰せられますよ」などと脅さ
れました。
このような架空請求は、「インサイダー取
引にあたります」「名義貸しになります」

「あなたも逮捕されます」などと不安をあ
おり、トラブル解決名目で現金を送らせ
る手口です。どうか騙されないようにし
てください。

●西柴団地自治会ホームページ情報
最近、「安全安心メール、金沢警察情報」
へのアクセスが増えています。
私たちの身近な場所で実際に起きている
事件の情報を知ることが出来ます。「かな
ざわ育なび、ｎｅｔ」へのリンクも貼って
ありますので、ご利用ください。

http://nishishiba.p-kit.com/

●公園愛護会からのお知らせ
各公園に植えたチューリップ等の球根が 4
月にかけて咲き出します。お楽しみくださ
い。花の保護のため花壇の中には絶対に
入らないでください。　　　

（公園愛護会）



今月は七草の中でも大変ポピュラーなナ

ズナとハコベ（ハコベラ）をご紹介します。

◆ハコベ

　ナデシコ科ハコベ属の総称で、沖縄
から北海道まで国内のどこでも見られ
る越年性の野草です。一般的にハコベ
と呼んでいるのは在来種のミドリハコ
ベと外来種のコハコベの２種で、よく
似ています。
　近年では外来種で花弁のないイヌハ
コベの勢力が強く、路傍でよく見かけ
ます。
　ハコベは野山に咲く星のような形の
花という意味の学名がついています。
花言葉は「初恋の思い出」「追想」「愛
らしさ」などです。食用にするには土
臭いといわれますが、水につけておく
と土臭さは抜けます。

◆ナズナ

　アブラナ科ナズナ属。ロゼッタ状で冬越しし夏には消えてしまうナズナは、夏には消えてしま
うから「夏無」で、これが花名の語源ともいわれます。別名はペンペングサとかシャミセングサで、
由来は種子の形状が三味線のバチに似ていることや三味線を弾く擬音語からきています。

っ菜「は花草るれば呼と」菜〇〇「、がすでい強がジーメイの草雑でのるいてえ生に端道や原野　
葉」ですから昔から食用にされてきており、ナズナもその例にもれません。花言葉は「あなた
にすべてを任せる」「あなたにすべてを捧げる」です。これは、西洋では種子の形状が羊飼い
の財布に似ているために「羊飼いの財布」と呼ばれることに由来しています。お財布を渡すと
いうことは金銭管理を任せるということになるというわけです。　　          　

）城藤　部報広（   　
   
＊２月号掲載の同コーナーの写真のキャプションで、「シキミの実」となっているのは、「ミヤマシキミの実」の誤りでした。
　 訂正し、お詫びします。　　　　　　　

花の便り

木の便り
第10回

ハコベとナズナ

（写真上）コハコベの花
（写真下）ナズナの花



　

広報部の仕事は「自治会便り」の発行と、自治会行事の写真記録です。
いつも「自治会便り」をお読みいただき、ありがとうございます。

西柴団地福祉サービス　受付：月水金 10：00～ 12：00　　TEL&FAX：701-5080

◎ふれあい談話室（参加費 100 円）13：30 ～ 15：00　
　※ 4 月 14 日 （金） ／ 28 日（金）

◎ふれあいキッズ　10：00 ～ 12：00    
　※ 4 月  3  日（月）／ 10 日（月）／ 17 日（月）
　　24 日（月）

◎ふれあい編み物　13：00 ～
　※ 4 月 11 日（火）当日は販売も致します。

※ふれあい談話室にご参加時、送迎いたします。ご希望の方はお申し付けください。
※天候の状況で行事が中止になることもあります。ご了承ください。

～ 4 月 ふれあい事業のお知らせ～
西柴団地自治会館にて開催いたします。皆様のご参加お待ちしています。見学のみも大歓迎です。

広 報 部 の 紹介

賛助会員募集中。　ボランティアさんを随時募集しています。特に男性の皆様、ご一緒に活動してみませんか？

　部員は紙面の企画、執筆や原稿依頼、校正など「編集」の仕事と、でき上がった原版を印刷し、
組・ブロックごとに紙数を数えて束ねる「仕分け」の仕事に分かれて担当してきました。
　夕涼み会のようなイベントには、家族のボランティアにも頼り、全行事を写真記録しました。
　全員がなり立ての広報部員でしたが、周囲に助けられ何とか毎月自治会便りを発行してきました。
　執筆班は本部会を傍聴して役員や部長・ブロック長の方たちの努力や苦労を知って「自治会」の
ことが少しだけわかりました。印刷・仕分け班は、収穫時の農作業のように、おしゃべりでさまざ
まな情報交換ができました。写真班は行事に関わる人たちのまぶしさにちょっと感動しました。
　それぞれの部員ができる範囲でがんばりました。何かを皆で作り上げるということは、慣れなく
て苦労があっても充実感があり、連帯感が強まりました。
　また、仕事を分担しているので、メール連絡や「仕分け」で集まった部員の「ミニ部会」をして、
全員そろっての部会は少なくなっています。

　さて、これからの広報部はどうでしょうか？　もちろんすばらしい人材がたまたま集まってよりス
ムーズに発行、活動できるかもしれません。ただ、どこの自治会でもあることですが、高齢化や共働き、
介護などで、組長や部員を担うこと自体が難しくなってくる可能性が大きいのです。来年度からの部
員の「80歳定年制」はご承知の通りです。

　そこで、広報部では来年度の事業計画案にもとづき、「自治会便り」の編集、発行に経験や興味
のある方や、写真愛好家のボランティアを募ることを検討しています。
　具体的な動きはこれからですが、順番制と応募制でなった広報部員が無理をしないで円滑に協力
し合う、そうした新しいタイプの自治会活動ができあがることを期待します。




